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大
臣
、
副
大
臣
、
大
臣
政
務
官
の
携
帯
電
話
等
を
用
い
た
電
子
メ
ー
ル
等
に
よ
る
連
絡
等
に
関
す
る
質
問
主
意

書

大
臣
、
副
大
臣
、
大
臣
政
務
官
（
以
下
、
「
政
務
三
役
」
と
い
う
。
）
の
携
帯
電
話
等
を
用
い
た
電
子
メ
ー
ル
等
に
よ
る
連

絡
等
に
関
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

政
府
に
お
い
て
、
政
務
三
役
が
、
公
務
で
用
い
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
携
帯
電
話
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
（
以
下
、
「
携
帯

電
話
等
」
と
い
う
。
）
を
貸
与
等
し
て
い
る
か
。
あ
わ
せ
て
、
公
用
で
使
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
携
帯
電
話
等
で
使

用
す
る
た
め
に
、
電
子
メ
ー
ル
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
、
ウ
ェ
ブ
メ
ー
ル
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な

ど
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
受
信
機
能
等
の
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
以
下
、

「
公
用
電
子
メ
ー
ル
等
」
と
い
う
。
）
を
貸
与
等
し
て
い
る
か
。
携
帯
電
話
等
及
び
公
用
電
子
メ
ー
ル
等
を
貸
与
等
し
て
い

る
政
務
三
役
と
、
そ
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
政
務
三
役
に
対
す
る
携
帯
電
話
等
及
び
公
用
電
子
メ
ー

ル
等
の
貸
与
等
に
つ
い
て
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

政
府
に
お
い
て
、
政
務
三
役
が
、
公
務
中
に
私
用
の
携
帯
電
話
等
を
用
い
て
、
電
子
メ
ー
ル
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
（
Ｓ
Ｍ

Ｓ
）
、
ウ
ェ
ブ
メ
ー
ル
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
の

一



メ
ッ
セ
ー
ジ
送
受
信
機
能
等
の
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
以
下
、
「
私
用
電
子
メ
ー
ル
等
」
と
い
う
。
）
を
使
用
し
て
、
他

の
政
務
三
役
、
国
会
議
員
、
各
府
省
庁
職
員
、
秘
書
官
等
と
、
意
思
決
定
過
程
な
ど
公
務
に
関
わ
る
内
容
に
つ
い
て
の
送
受

信
を
行
っ
て
い
る
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

政
府
は
、
政
務
三
役
が
、
公
務
中
に
私
用
の
携
帯
電
話
等
を
用
い
て
、
私
用
電
子
メ
ー
ル
等
を
使
用
し
、
意
思
決
定
過
程

な
ど
公
務
に
関
わ
る
内
容
に
つ
い
て
の
送
受
信
を
行
う
こ
と
は
、
適
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。
政
府
の
認
識
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

四

政
務
三
役
が
、
公
務
中
に
私
用
の
携
帯
電
話
等
を
用
い
て
、
私
用
電
子
メ
ー
ル
等
を
使
用
し
、
意
思
決
定
過
程
な
ど
公
務

に
関
わ
る
内
容
に
つ
い
て
の
送
受
信
を
行
う
こ
と
は
、
不
正
ア
ク
セ
ス
な
ど
を
防
ぐ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
が
施
さ
れ
た
公

用
電
子
メ
ー
ル
等
と
は
違
い
、
情
報
漏
洩
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
情
報
漏
洩
を
防
ぐ
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
政
務
三
役
が
、
私
用
の
携
帯
電
話
等
を
用
い
て
、
私
用
電
子
メ
ー
ル
等
を
使
用
し
て
、
意
思
決
定
過
程

な
ど
公
務
に
関
わ
る
内
容
に
つ
い
て
の
送
受
信
を
行
う
こ
と
よ
る
情
報
漏
洩
の
可
能
性
と
、
情
報
漏
洩
を
防
ぐ
た
め
の
措
置

の
必
要
性
と
具
体
的
取
組
み
に
つ
い
て
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

政
府
は
、
政
務
三
役
が
、
公
務
中
に
公
用
及
び
私
用
の
携
帯
電
話
等
を
用
い
て
、
公
用
及
び
私
用
電
子
メ
ー
ル
等
を
使
用

二



し
た
、
全
て
の
電
子
メ
ー
ル
等
の
送
受
信
の
内
容
を
保
存
し
て
い
る
の
か
。
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

政
務
三
役
が
、
公
務
中
に
公
用
及
び
私
用
の
携
帯
電
話
等
を
用
い
て
、
公
用
及
び
私
用
電
子
メ
ー
ル
等
を
使
用
し
た
、
全

て
の
電
子
メ
ー
ル
等
の
送
受
信
の
内
容
は
、
意
思
決
定
過
程
な
ど
公
務
に
関
わ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
行
政
の
記
録

と
し
て
保
存
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
政
府
は
、
政
務
三
役
が
、
公
務
中
に
公
用
及
び
私
用
の
携
帯
電
話
等
を
用
い
て
、

公
用
及
び
私
用
電
子
メ
ー
ル
等
を
使
用
し
た
全
て
の
電
子
メ
ー
ル
等
の
送
受
信
の
記
録
を
、
行
政
の
記
録
と
し
て
保
存
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
か
。
保
存
す
べ
き
場
合
に
は
今
後
ど
の
よ
う
な
取
組
み
が
必
要
と
な
る
か
。
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


